
主にあって愛するすべてのクリスチャンの皆様へ 

 

 

｢私は、主の恵みと、主の奇しいみわざをほめ歌おう。主が私たちに報いてくださった

すべての事について、そのあわれみと、豊かな恵みによって報いてくださったイスラエ

ルの家への豊かないつくしみについて。 主は仰せられた。『まことに彼らはわたしの民、

偽りのない子たちだ。』と。こうして、主は彼らの救い主になられた。｣            

イザヤ 63 章 7－8 節 

 

 

主の御名を賛美いたします。 

 

先日、お知らせした第 4 回目の公判が、2010 年 6 月 9 日水曜日午後 1 時 30 分か

ら水戸地裁・土浦支部（茨城県）で開かれました。今回の公判では、被害を受けたと主

張している A さんの証言がどれほど悪意に満ちた偽りであるかが明確になりました。 

 

A さんは、警察、検察、そして第 1 回目の公判で、2007 年 2 月 17 日土曜日、午後

3 時から 5 時の間、卞在昌牧師の自宅の牧師室で準強姦の被害にあったと主張して

いました。Ａさんの証言によると、その時、卞在昌牧師宅には A さん本人、卞在昌牧師、

卞牧師の夫人、女性スタッフの４名が家の中にいたと主張しました。 

また、自分が被害を受けた時には、卞牧師夫人と女性スタッフは買い物のために出

かけ、不在であったと主張しました。さらに、被害を受けた後も、A さんは卞の家に残っ

て、買い物から帰ってきた卞牧師夫人と女性スタッフの４名で、夕食を取ってから帰宅

したと主張し、その証言に偽りはないと誓約をしました。 

 

そして、A さんの主張を裏付ける証拠として、A さんのディボーション・ノートを提出さ

れて、第 1 回目の公判でその内容が公開されましたが、そこには、被害を受けたという

記録はまったくありませんでした。ただ、個人的に悩んでいた問題を、卞在昌牧師との

間に何かがあったかのように無理矢理結び付けようとしていただけでした。それだけで

はなく、A さんが数年間に渡って卞在昌牧師からわいせつな行為を受けた証拠として

提出された何冊ものディボーション・ノートの内容も、公判の中で公開されましたが、A さ

んが主張しているようなわいせつ被害に関する内容は全くありませんでした。 

 

さて、これに対して、今回の公判での証人の証言は、A さんの今までの主張がすべ

て虚偽であることを明確に示すものでした。 

 



今回、卞在昌牧師側の証言者として証言台に立った K 牧師は、しっかりとした聖書

信仰を基準として持っている韓国の正統な教団の牧師であり、教団の重責を担ってお

られる方であります。K 牧師は第 4 回公判において、A さんが被害を受けたと主張して

いた 2007 年 2 月 17 日、卞在昌牧師宅で、卞在昌牧師の家族とともに時間を過ごして

いたことを証言しました。 

 

その証言によると、当日卞在昌牧師宅にいたのは、今回証言した K 牧師だけではな

く、K 牧師の奥様やもう一組の牧師夫妻も一緒にいました。そして、A さんが一緒に夕

食を取ったと主張している女性スタッフはいませんでした。すなわち、2007 年 2 月 17

日には、卞在昌牧師の家族と K 牧師を含む 4 名の来客者が卞在昌牧師宅にいました

が、A さんはいなかったということになります。 

 

なお、K 牧師は、今回の公判で、単なる証言や主張だけではなく、滞在中に本人の

カメラで撮影をした写真と日本滞在中の記録をメモした手帳などを証拠として提出しま

した。公判の中で公開された写真によると、この 2 組の牧師夫妻は 2007 年 2 月 17 日

午前 11 時頃、卞在昌牧師宅に到着し、A さんが被害を受けたと主張している時刻で

ある午後 3 時から 5 時の間には、卞在昌牧師と野外で散策をしていました。さらに、A

さんが主張していた犯行現場と言われる牧師室には、K 牧師夫妻が使用していたこと

も明らかにされました。 

 

ここで一つお伝えしたいことは、このような証拠写真がなぜ、今頃になって出てきた

かということです。 

 

その理由は、 

１、 卞在昌牧師が２０１０年１月２８日に逮捕されるまで、A さんは自分が被害を受け

たという時期等を特定せずに、被害状況だけを語っていましたので、私たちとし

ても、まったく対応できなかったということです。 

 

２、 私たちが、A さんの被害を受けたという明確な内容と時期、場所などを知った

のは、卞在昌牧師が逮捕された後、教団のスタッフたちが警察の取り調べを受

けるようになってからのことでした。私たちは、警察から２００７年２月１７日頃のこ

とを取り調べられましたが、牧師たちの手帳や教会で保管していた書類等、当

時のことを証明できるほとんどの記録は、押収されていましたので、なかなか警

察の取り調べに対応できませんでした。しかし、卞在昌牧師が起訴される数日

前に、2００７年の２月１８日の礼拝の様子を記録したテープを見つけ、そこから

当時、韓国から K 牧師一行が来られていたことが分かりました。 



３、 私たちは、そのテープを通して、事件があったと主張されている 2 月 17 日から、

K 牧師を含む４名の方々が卞在昌牧師宅に宿泊していたことを思い出しました。

そこで、韓国にいる K 牧師に連絡し、宿泊していたことを証明する何か手掛か

りとなる資料がないか問い合わせたところ、K 牧師は自分が撮影した写真と当

時の様子を記録した手帳があるはずだと言い、調べてみるという返事でした。

ところが、２００７年２月に来日していた写真を保管していたノートパソコンは数年

前に紛失してしまい、写真が手元にないということが分かりました。それでも私

たちが何度もお願いしたところ、写真を趣味としていた K 牧師が、本人だけが

写っている写真は別のところに保管していたことに気づき、２枚の写真を送って

くれました。それは、２００７年２月１７日の午後３時半頃、卞在昌牧師宅の近くの

畑で撮った写真と午後４時５０分頃、卞在昌牧師宅内で撮った写真でした。私

たちは、この写真と K 牧師の証言をまとめ、起訴される数日前に検察に提出し

ましたが、検察は、これらのすべての証拠物に対する取り調べもまともにしない

で、２０１０年２月１７日、卞在昌牧師を起訴しました。 

 

４、 私たちは、卞在昌牧師が起訴された後も、あきらめることなく祈りながら、K 牧

師にさらなる証拠となるような写真はないか、もう一度探して頂きたいとお願い

しましたが、２０１０年４月までは上記の２枚以外の写真は見つかりませんでし

た。 

 

５、 しかし、５月になり、K 牧師から連絡がありました。それは、引越しの際に梱包し、

開けられていなかった段ボールを整理していると、２００７年２月頃に日本で撮影

したほとんどの写真がバックアップされている、外付けハードディスクドライブが

見つかったということでした。そして、今回行われた公判では、その中から、２０

０７年２月１７日午前から２月１８日まで卞在昌牧師宅に宿泊していた時の写真、

特に、A さんが被害を受けたと主張している２００７年２月１７日の午後３～５時の

間に、卞在昌牧師と野外で撮影した写真などが提示されました。 

 

６、 これらによって、卞在昌牧師が、２００７年２月１７日に A さんが主張している被害

場所と被害時刻には、別の場所にいたことを明確に証明することができまし

た。 

 

７、 卞在昌牧師は、２００８年１２月から A さんが主張しているようなことは全くしてい

ないと主張してきましたが、今回の問題は私たちの理解できないような形で展

開されてきました。私たちには、このような悲しい現実の中に潜められている神

様の御計画と御心が何であるか、そのすべてを理解することはできません。 



ただ、私たちが信じているのは、神様は生きておられ、神様のなさることは正

しく、いつも素晴らしいということです。そして、神を愛する人々、すなわち、神

のご計画に従って召された人々のためには、神がすべてのことを働かせて益と

してくださることを、私たちは知っています。 

 

８、 今後、私たちは、この問題の裏に隠れている人々の偽りも公開する予定です。

特に、偽りの陳述をした人々のことばは、そのまま警察の取り調べの記録として

残っています。ですから、私たちはそれらをベースに、彼らの陳述や彼らが広め

ていた噂が全くの偽りであることを、具体的な証拠を挙げ、証明していきたいと

考えています。というのは、近年、教会を破壊しようとする働きが後を絶たず、

そのような行為をまるで、神様の御心に沿って、神様の代わりに行っているかの

ように主張する人々がいるからです。彼らの偽りや隠れた欲望や野心などを明

らかにすることにより、これ以上、被害者が発生しないことを強く願います。 

 

 

｢イエスはまず弟子たちに対して、話しだされた。『パリサイ人のパン種に気をつけな

さい。それは彼らの偽善のことです。おおいかぶされているもので、現わされないもの

はなく、隠されているもので、知られずに済むものはありません。ですから、あなたがた

が暗やみで言ったことが、明るみで聞かれ、家の中でささやいたことが、屋上で言い広

められます。』｣  ルカによる福音書１２章１－３節 

 

「私が戦うのは、勝利のためではなく、真理を守るためです」 A・リンカーン 

 

 

 

２０１０年６月１１日 

 

国際福音キリスト教団 

 

代表牧師会一同 


